
「第 40回滋賀県社会福祉学会 自由研究発表･実践報告」 

発表要旨の作成方法 
 

  

 ご提出頂いた発表要旨は、「滋賀県社会福祉学会 実行委員会」での審査後、当日配布する「要旨

集」の原稿としてそのまま印刷します。ご提出前に、下記の点について再度ご確認いただき、11月

19日(金)までに学会事務局あてご提出ください。なお、実践報告としての発表につきましても、同

じ仕様でのご提出をお願いいたします。（内容によっては、事務局より修正を求める場合があります。） 

記 

 

 □Ａ４版(タテ置き)横書き、１枚「４０字×４０行（１,６００字）以内」 

 □パソコン等で記入する(鉛筆書き不可) 

 □文体は、発表題（タイトル）ならびに項目は「ＭＳゴシック体」、本文は、「ＭＳ明朝体」 

                         ※裏面「発表要旨の様式・記入例」参照 

 □文字の大きさは「１０．５ ポイント」 

 □「発表題（タイトル）」「発表者名」「所属」「共同研究(実践)者名」を記入する 

 □当日の発表者には氏名の左側に○印をつける 

 □発表題（タイトル）に即した内容とする 

 □共同研究(実践)者は、グループ名や所属等ではなく、実際に研究(実践)に携わった人の 

  個人名を明記する 

 □「研究(実践)の目的」「研究(実践)の方法」「倫理的配慮」「結果・考察」の順に文章化し、 

  発表要旨を見ただけで研究(実践)内容が一定理解できるようまとめる 

 □記載について、箇条書きではなく文章化する(箇条書きの場合はリード文(見出し)をつける) 

 □事例やスライド、写真等について、対象者（当事者）を特定できないよう匿名化する 

   ⇒個人や団体等が特定されないように、「K氏」「S会」等のイニシャル表記ではなく、例え 

    ば「A氏」、「B会」と標記する 

   ⇒「福祉関係事業者における個人情報の適正な取扱いのためのガイドライン」、「医療・ 

     介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」等を遵守する 

 □対象者（当事者）から実名公表の承諾を得ている場合は、その旨を明示する 

 □文献からの引用がある場合、引用元を明示する 

   ⇒図表等の転載については、原則として出版社や原著者の承諾を得る 

 □団体・法人内で発表審査（倫理審査）を受けた場合、その旨を明示する 

 □「倫理的配慮」に留意して作成する 

 □表記について、「ご利用者様」、「入居者様」は、「利用者」「入居者」とする 

 

 

確認事項 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究(実践)の目的】 

・研究(実践)の対象とそれに取り組む理由 

・研究(実践)によって実現したい(達成したい)ゴール 
 

【研究(実践)の方法】 

・研究(実践)内容に関する簡単な説明 

・アンケート調査の場合、目的・期間・調査対象(属性・範囲・時点・選定基準)・方法等を記載 

 ➤例：滋賀県内の～の実態を把握するため、○年○月から△月、滋賀県在住の中・高校生 

  □名に対し「～に関する実態調査」のアンケートを～の協力を得て実施した。 

・実践の方法では、誰に(対象者)・どこで(場所)・何を活用して(手段)・どのような 

 働きかけや取組み(介入・援助・ｻｰﾋﾞｽ等)を行ったのかを記載 
 

【倫理的配慮】 

・対象者の同意 

・個人情報の管理及び個人情報が特定されないような記載 

➤例：個人が特定できないように十分な倫理的配慮を行った。また、発表にあたり～の承認(または同 

    意)を得た。 
 

【結果・考察】 

＜結 果＞ 

・研究(実践)によって得られた結果、発見や所見 

・アンケート調査の場合、対象者数に対する回収状況(回収数・有効回収率)を記載後、個々の 

 結果を記載 

＜考 察＞ 

・結果からわかるメリットやデメリット 

・仮説に対する結論や継続研究(実践)の有無 

・最初に提起した問題や疑問についての答え・考え 
 

【参考文献】 

出典の種類によって、必要な項目と様式が異なります。 

  書   籍：著者, 書名[, シリーズ名], 出版社[, 出版地], 発行年[, ページ]. 

  論   文：筆者, 表題, 雑誌名{, 巻号}, 発行年月{, ページ}. 

  学会発表：筆者, 表題, 会議名{, セッション名}, 開催年月日. 

  新聞記事：{筆者, }見出し, 紙名[（夕刊）], 年月日[, ページ]. 

  Wikipedia：表題, Wikipedia, 閲覧日. 

  Web ページ：{著者, }表題{, シリーズ名}, サイト名, 掲載社{, 作成日}, 閲覧日, URL 

  個人的対話：話者[, 状況記述], 年月日. 

                             ※[ ] 内は必要ならば書く 
                            ※{ } 内は分かれば書く 

 

「   発表題（タイトル） ～ サブタイトル ～    」           
○  発 表 者 名：            

             .所       属： 
  共同研究(実践)者名：               

 

 

                 

                         

発表題（タイトル）・発表者名等はＭＳゴシック体 

共同研究(実践)者は、グループ名や所属等ではなく、実際に研究(実践)に携わった人の 

個人名を明記してください。 
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発表要旨の様式・記入例 
 


